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一　

『　
大　
鏡　
』　
と　
い　
う　
作　
品　
が　
世　
に　
出　
て　
か　
ら　
、　
い　
か　
に　
読　
ま　
れ　
受　
け　
容　
れ　
ら　
れ　

て　
き　
た　
の　
か　
と　
い　
う　
享　
受　
の　
足　
取　
り　
は　
、　
残　
念　
な　
が　
ら　
輪　
郭　
が　
は　
っ　
き　
り　
し　
て　

い　
る　
と　
は　
言　
い　
が　
た　
い　
。　
全　
体　
像　
を　
�　
む　
に　
は　
ま　
だ　
ま　
だ　
道　
の　
り　
は　
遠　
い　
の　
だ　

が　
、　
平　
安　
後　
期　
か　
ら　
中　
世　
期　
に　
か　
け　
て　
の　
『　
大　
鏡　
』　
享　
受　
の　
あ　
り　
方　
を　
、　
順　
次　

少　
し　
ず　
つ　
た　
ど　
っ　
て　
い　
き　
た　
い　
。　
享　
受　
の　
あ　
り　
方　
を　
見　
る　
こ　
と　
で　
、　
成　
立　
期　
に　

近　
い　
大　
鏡　
と　
い　
う　
作　
品　
が　
持　
つ　
意　
味　
も　
わ　
か　
る　
で　
あ　
ろ　
う　
し　
、　
大　
鏡　
の　
諸　
本　
が　

生　
れ　
て　
き　
た　
過　
程　
も　
見　
え　
て　
く　
る　
か　
も　
し　
れ　
な　
い　
、　
と　
い　
う　
目　
算　
に　
よ　
る　
。　
こ　

の　
稿　
で　
は　
ま　
ず　
「　
打　
聞　
集　
」　
を　
取　
り　
上　
げ　
た　
。　

打　
聞　
集　
が　
大　
鏡　
研　
究　
側　
か　
ら　
言　
及　
さ　
れ　
る　
の　
は　
、　
多　
く　
大　
鏡　
成　
立　
の　
下　
限　
を　

は　
か　
る　
意　
味　
か　
ら　
で　
あ　
っ　
た　
。　
と　
い　
う　
の　
も　
、　
現　
存　
す　
る　
打　
聞　
集　
は　
、　
滋　
賀　
県　

の　
金　
剛　
輪　
寺　
か　
ら　
発　
見　
さ　
れ　
た　
孤　
本　
で　
あ　
る　
が　
（　
現　
在　
は　
京　
都　
国　
立　
博　
物　
館　
蔵　
、　

重　
文　
）　、　
そ　
の　
末　
尾　
に　
付　
載　
さ　
れ　
て　
い　
る　
の　
が　
大　
鏡　
本　
文　
と　
裏　
書　
と　
見　
な　
さ　
れ　
、　

表　
紙　
に　
は　
僧　
栄　
源　
の　
名　
と　
長　
承　
三　
年　
（　
一　
一　
三　
四　
）　
云　
々　
と　
記　
さ　
れ　
て　
、　
こ　
の　

年　
に　
栄　
源　
が　
転　
写　
し　
た　
も　
の　
と　
さ　
れ　
、　
そ　
の　
頃　
ま　
で　
に　
『　
大　
鏡　
』　
は　
成　
立　
し　
裏　

書　
も　
あ　
っ　
た　
と　
推　
定　
さ　
れ　
る　
か　
ら　
で　
あ　
る　
。　
打　
聞　
集　
と　
大　
鏡　
と　
の　
同　
文　
的　
関　
係　
、　

お　
よ　
び　
打　
聞　
集　
に　
付　
載　
の　
意　
味　
は　
、　
す　
で　
に　
池　
上　
洵　
一　
氏　
が　
「　「　
打　
聞　
集　
」　
の　

一　
側　
面　
│　
断　
片　
的　
記　
事　
の　
性　
格　
│　
」　（　『　
法　
文　
論　
叢　
』　
昭　
和　
4  3  
年　
9  
月　
　　
後　
に　

『　
打　
聞　
集　
本　
文　
と　
研　
究　
』　
所　
収　
）　
に　
お　
い　
て　
明　
ら　
か　
に　
さ　
れ　
、　
ま　
た　
橘　
健　
二　
氏　

は　
「　『　
打　
聞　
集　
』　
の　
「　
日　
記　
因　
縁　
」　
に　
つ　
い　
て　
」　（　『　
中　
古　
文　
学　
論　
考　
』　
昭　
和　
4  7  

年　
1  2  
月　
　　
有　
精　
堂　
）　
に　
お　
い　
て　
、　
打　
聞　
集　
本　
文　
と　
大　
鏡　
諸　
本　
と　
を　
比　
較　
考　
証　
さ　

れ　
て　
い　
る　
。　
大　
鏡　
成　
立　
後　
早　
い　
時　
期　
の　
注　
釈　
で　
あ　
る　
「　
裏　
書　
」　
も　
関　
係　
す　
る　
の　

で　
、　
こ　
の　
稿　
で　
は　
、　
書　
写　
と　
い　
う　
行　
為　
か　
ら　
う　
か　
が　
え　
る　
『　
大　
鏡　
』　
享　
受　
と　
い　

う　
面　
か　
ら　
取　
り　
上　
げ　
、　
従　
来　
の　
吟　
味　
の　
あ　
り　
方　
に　
わ　
ず　
か　
に　
訂　
正　
を　
加　
え　
る　
も　

の　
で　
あ　
る　
。　

「　
打　
聞　
集　
」　
研　
究　
の　
側　
か　
ら　
は　
、　
も　
っ　
ぱ　
ら　
二　
十　
七　
条　
の　
目　
録　
と　
、　
そ　
れ　
に　

ほ　
ぼ　
対　
応　
す　
る　
仏　
教　
説　
話　
が　
重　
視　
さ　
れ　
て　
き　
た　
（　
た　
だ　
し　
説　
話　
配　
列　
は　
目　
録　
と　
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『　
大　
鏡　
』　
の　
享　
受　
│　
「　
打　
聞　
集　

下　
帖　

」　
か　
ら　
│　

付　
日　
記　
因　
縁　

加　
　　
　　
藤　
　　
　　
静　
　　
　　
子　



若　
干　
異　
な　
る　
）　。　
そ　
れ　
ら　
の　
説　
話　
は　
、　
池　
上　
洵　
一　
氏　
が　
簡　
潔　
に　
示　
し　
た　
よ　
う　
に　
、　

「　『　
今　
昔　
物　
語　
集　
』　
と　
二　
十　
一　
話　
が　
、　『　
宇　
治　
拾　
遺　
物　
語　
』　
と　
八　
話　
が　
、　『　
古　
本　
説　

話　
集　
』　
と　
二　
話　
が　
重　
な　
る　
」　
も　
の　
で　
あ　
り　
、　「　
結　
局　
二　
十　
七　
話　
中　
二　
十　
五　
話　
は　

こ　
れ　
ら　
三　
書　
の　
ど　
れ　
か　
と　
共　
通　
し　
て　
い　
る　
こ　
と　
に　
な　
る　
。　
残　
る　
二　
話　
も　
一　
話　
は　

『　
日　
本　
霊　
異　
記　
』　
と　
共　
通　
し　
、　
一　
話　
は　
説　
話　
内　
容　
が　
判　
然　
と　
し　
な　
い　
ほ　
ど　
短　
少　

な　
メ　
モ　
で　
あ　
る　
か　
ら　
、　
本　
書　
に　
固　
有　
な　
説　
話　
は　
皆　
無　
と　
い　
っ　
て　
も　
過　
言　
で　
は　
な　

い　
」　（　
日　
本　
古　
典　
文　
学　
大　
辞　
典　
）　
と　
、　
独　
自　
の　
文　
章　
は　
な　
い　
こ　
と　
に　
な　
る　
。　
に　

も　
か　
か　
わ　
ら　
ず　
、　
後　
に　
書　
写　
さ　
れ　
る　
こ　
と　
な　
く　
、　
宛　
字　
や　
書　
き　
直　
し　
な　
ど　
一　
回　

き　
り　
の　
原　
態　
を　
と　
ど　
め　
て　
い　
る　
こ　
と　
が　
貴　
重　
視　
さ　
れ　
、　
ほ　
か　
の　
説　
話　
集　
と　
の　
重　

な　
り　
具　
合　
か　
ら　
確　
か　
な　
物　
差　
の　
意　
味　
を　
持　
た　
さ　
れ　
、　
さ　
ら　
に　
共　
通　
話　
の　
出　
典　
研　

究　
な　
ど　
も　
さ　
か　
ん　
に　
行　
わ　
れ　
て　
き　
た　
。　

「　
打　
開　
集　
」　
が　
筆　
写　
さ　
れ　
た　
場　
と　
目　
的　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
見　
解　
は　
み　
な　
一　
致　
し　

て　
い　
る　
。　
栄　
源　
が　
書　
写　
に　
用　
い　
た　
紙　
は　
、　
比　
叡　
山　
関　
係　
の　
文　
書　
の　
裏　
を　
用　
い　
て　

い　
る　
し　
、　
反　
故　
紙　
の　
裏　
を　
用　
い　
た　
そ　
の　
表　
紙　
に　
は　
、　「　
打　
聞　
集　

下　
帖　

」　
と　
あ　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

付　
日　
記　
因　
縁　

り　
、　
そ　
の　
左　
側　
に　
、　

或　
云　
、　
尺　
（　
釈　
）　
尊　
入　
滅　
之　
後　
至　
二　

于　
長　
承　
三　
年　
甲　
寅　
一　

二　
千　
八　
十　
三　
年　
也　
。　

従
下

建
二

立
中
堂
一

戊
辰
歳
上

至
二

于
長
承
三
年
甲
寅
歳
一

三
百

七
年
也
。

（　
返　
り　
点　
と　
（　

）　
は　
筆　
者　
）　

と　
あ　
っ　
て　
、　
長　
承　
三　
年　
よ　
り　
三　
百　
四　
十　
七　
年　
さ　
か　
の　
ぼ　
っ　
た　
戊　
辰　
歳　
は　
、　
延　
暦　

七　
年　
（　
七　
八　
八　
）　
で　
根　
本　
中　
堂　
が　
建　
立　
さ　
れ　
た　
年　
で　
、　
こ　
の　
点　
か　
ら　
も　
栄　
源　
自　

身　
が　
比　
叡　
山　
関　
係　
者　
と　
さ　
れ　
る　
。　
そ　
し　
て　
、　
そ　
の　
草　
卒　
の　
書　
写　
の　
あ　
り　
方　
か　
ら　

は　
、　
説　
法　
の　
要　
に　
供　
す　
る　
手　
控　
え　
で　
あ　
ろ　
う　
と　
さ　
れ　
た　
。　
啓　
蒙　
的　
な　
説　
話　
は　
、　

説　
法　
僧　
に　
と　
っ　
て　
も　
、　
基　
礎　
的　
な　
知　
識　
を　
提　
供　
し　
て　
く　
れ　
る　
ハ　
ン　
ド　
ブ　
ッ　
ク　
と　

し　
て　
の　
役　
割　
を　
果　
た　
し　
た　
ろ　
う　
と　
い　
う　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　

と　
こ　
ろ　
で　
、　
高　
橋　
貢　
氏　
は　
、　『　
打　
聞　
集　
』　
と　
『　
今　
昔　
物　
語　
集　
』　『　
古　
本　
説　
話　
集　
』　

『　
宇　
治　
拾　
遺　
物　
語　
』　
の　
共　
通　
話　
の　
表　
現　
と　
を　
比　
較　
し　
た　
結　
果　
、　
四　
書　
に　
直　
接　
出　

典　
関　
係　
は　
な　
い　
と　
さ　
れ　
、　
し　
か　
し　
な　
が　
ら　
『　
打　
聞　
集　
』　
と　
『　
今　
昔　
物　
語　
集　
』　
は　

近　
似　
し　
、　
後　
二　
者　
と　
は　
別　
系　
統　
の　
も　
の　
で　
二　
系　
統　
に　
分　
れ　
る　
と　
さ　
れ　
た　
。　
そ　
れ　

は　
『　
今　
昔　
物　
語　
集　
』　
の　
成　
立　
と　
も　
関　
係　
し　
、　
打　
聞　
集　
と　
直　
接　
の　
書　
写　
関　
係　
が　
な　

い　
こ　
と　
は　
、　
両　
書　
が　
か　
な　
り　
近　
い　
関　
係　
か　
、　
同　
じ　
伝　
承　
経　
路　
か　
ら　
取　
り　
入　
れ　
た　

か　
、　
両　
書　
の　
成　
立　
基　
盤　
が　
近　
い　
か　
と　
推　
定　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　
そ　
し　
て　
、　
全　
部　
比　
叡　

山　
関　
係　
に　
伝　
わ　
っ　
た　
話　
だ　
け　
を　
『　
打　
聞　
集　
』　
に　
取　
り　
入　
れ　
た　
か　
ど　
う　
か　
は　
わ　
か　

ら　
な　
い　
が　
、　
全　
体　
の　
傾　
向　
か　
ら　
は　
、　『　
打　
聞　
集　
』　
の　
所　
収　
話　
が　
天　
台　
宗　
関　
係　
の　

人　
々　
の　
中　
で　
伝　
承　
さ　
れ　
て　
き　
た　
色　
合　
い　
の　
話　
が　
多　
い　
と　
さ　
れ　
た　
（　
注　
1  
）　。　

大　
鏡　
に　
関　
す　
る　
言　
及　
は　
、　
打　
聞　
集　
二　
十　
七　
条　
ほ　
ど　
多　
く　
は　
な　
い　
。　
昭　
和　
二　
年　

に　
打　
聞　
集　
が　
古　
典　
保　
存　
会　
か　
ら　
、　
表　
紙　
か　
ら　
紙　
背　
文　
書　
に　
及　
ぶ　
ま　
で　
影　
印　
が　
出　

さ　
れ　
て　
、　
橋　
本　
進　
吉　
氏　
が　
解　
説　
を　
加　
え　
ら　
れ　
た　
。　
中　
島　
悦　
次　
氏　
の　
注　
釈　
書　
『　
打　

聞　
集　
』　（　
白　
帝　
社　
　　
昭　
和　
3  6  
年　
）　
も　
、　
さ　
ら　
に　
、　
小　
内　
和　
明　
氏　
の　
「　
打　
聞　
集　
本　

文　
覚　
書　
」　（　『　
打　
聞　
集　
　　
研　
究　
と　
本　
文　
』　
昭　
和　
4  6  
年　
）　
も　
、　
そ　
の　
影　
印　
を　
も　
と　
に　

読　
み　
解　
か　
れ　
た　
の　
だ　
が　
、　
そ　
の　
結　
果　
、　
大　
鏡　
本　
文　
・　
裏　
書　
の　
あ　
り　
方　
が　
不　
自　
然　

な　
も　
の　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　

小　
内　
氏　
は　
、　「　
大　
鏡　
」　
か　
ら　
の　
引　
用　
部　
分　
は　
、　
親　
本　
「　
打　
聞　
集　
」　
か　
ら　
転　
写　

し　
た　
も　
の　
で　
は　
な　
く　
、　「　
む　
し　
ろ　
別　
な　
写　
本　
、　
た　
と　
え　
ば　
直　
接　
「　
大　
鏡　
」　
の　
写　

本　
な　
ど　
か　
ら　
引　
用　
し　
た　
と　
み　
る　
べ　
き　
で　
あ　
ろ　
う　
」　
と　
さ　
れ　
た　
。　
そ　
し　
て　
、　

い　
わ　
ば　
現　
存　
「　
打　
聞　
集　
」　
は　
説　
話　
の　
聞　
き　
書　
き　
ノ　
ー　
ト　
で　
あ　
る　
写　
本　
（　
そ　

れ　
も　
「　
打　
聞　
集　
」　
と　
書　
名　
さ　
れ　
て　
い　
た　
で　
あ　
ろ　
う　
が　
）　
を　
土　
台　
に　
し　
て　
、　

加　
う　
る　
に　
「　
大　
鏡　
」　「　
大　
和　
物　
語　
」　
か　
ら　
同　
一　
の　
問　
題　
意　
識　
で　
書　
写　
と　
抜　

書　
を　
し　
た　
も　
の　
で　
、　
お　
そ　
ら　
く　
表　
紙　
に　
あ　
る　
「　
栄　
源　
之　
」　
の　
栄　
源　
に　
よ　
っ　

、　
、　
、　
、　
、　

て　
は　
じ　
め　
て　
十　
五　
丁　
以　
降　
の　
部　
分　
は　
加　
え　
ら　
れ　
た　
も　
の　
で　
あ　
ろ　
う　

、　
、　
、　
、　
、　
、　
、　
、　
、　
、　
、　
、　
、　
、　
、　
、　
、　
、　
、　
、　
、　
、　
、　
、　
、　

。　

と　
解　
釈　
さ　
れ　
た　
。　
影　
印　
を　
も　
と　
に　
し　
た　
池　
上　
氏　
や　
橘　
氏　
の　
前　
掲　
論　
文　
に　
お　
い　
て　
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も　
ほ　
ぼ　
同　
様　
の　
認　
識　
で　
あ　
る　
。　
し　
か　
し　
な　
が　
ら　
、　
そ　
れ　
を　
言　
う　
に　
は　
若　
干　
の　
訂　

正　
を　
加　
え　
て　
後　
に　
初　
め　
て　
言　
え　
る　
よ　
う　
に　
思　
わ　
れ　
る　
。　
次　
節　
以　
降　
に　
見　
て　
い　
く　
。　

二　

漢　
字　
カ　
タ　
カ　
ナ　
混　
じ　
り　
の　
写　
本　
は　
、　
決　
し　
て　
読　
み　
や　
す　
い　
も　
の　
で　
は　
な　
く　
、　

先　
人　
が　
幾　
度　
と　
な　
く　
読　
み　
解　
い　
て　
来　
ら　
れ　
た　
。　
以　
下　
に　
掲　
げ　
る　
大　
鏡　
と　
関　
連　
す　

る　
本　
文　
は　
、　
小　
内　
氏　
が　
前　
掲　
書　
で　
読　
み　
解　
か　
れ　
た　
も　
の　
を　
参　
照　
し　
た　
。　
さ　
ら　
に　
、　

小　
内　
氏　
が　
「　
打　
聞　
集　
本　
文　
補　
正　
│　
「　
打　
聞　
集　
研　
究　
と　
本　
文　
」　
収　
載　
翻　
刻　
及　
び　
注　

記　
の　
訂　
正　
」　（　『　
群　
馬　
県　
立　
女　
子　
大　
国　
文　
学　
研　
究　
』　
3  
号　

昭　
和　
5  8  
年　
3  
月　
）　
に　
お　

い　
て　
、　
訂　
正　
さ　
れ　
た　
も　
の　
を　
取　
り　
入　
れ　
た　
。　
説　
明　
の　
都　
合　
上　
、　
丁　
数　
と　
行　
数　
を　

頭　
に　
も　
っ　
て　
き　
た　
。　
ま　
た　
、　
空　
白　
の　
行　
に　
つ　
い　
て　
は　
そ　
の　
旨　
を　
断　
っ　
た　
。　
文　
字　

の　
部　
分　
は　
小　
内　
氏　
の　
推　
量　
に　
よ　
る　
読　
み　
で　
あ　
る　
。　
た　
だ　
し　
、　
丁　
付　
け　
が　
昭　
和　
二　

年　
の　
影　
印　
を　
誤　
っ　
て　
踏　
襲　
し　
て　
い　
る　
の　
で　
、　
ま　
た　
現　
在　
の　
国　
立　
博　
物　
館　
本　
で　
は　

も　
と　
袋　
綴　
の　
本　
が　
巻　
物　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　
の　
で　
、　
東　
辻　
保　
和　
氏　
『　
打　
聞　
集　
の　
研　
究　

と　
総　
索　
引　
』　（　
清　
文　
堂　
出　
版　
　　
昭　
和　
5  6  
年　
）　
の　
影　
印　
と　
丁　
付　
け　
を　
参　
考　
に　
し　
た　
。　

裏　
の　
墨　
字　
の　
映　
り　
か　
ら　
も　
正　
し　
い　
と　
確　
認　
で　
き　
る　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　
池　
上　
氏　
や　
橘　

氏　
ら　
の　
丁　
付　
け　
と　
は　
異　
な　
る　
の　
で　
、　
両　
氏　
の　
は　
（　

）　
内　
に　
示　
し　
た　
。　

な　
お　
、　
現　
存　
打　
聞　
集　
は　
表　
紙　
か　
ら　
1  3  
丁　
ま　
で　
、　
全　
部　
裏　
に　
文　
字　
が　
記　
さ　
れ　
た　

紙　
、　
つ　
ま　
り　
紙　
背　
を　
利　
用　
し　
た　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　
1  4  
丁　
の　
み　
紙　
背　
が　
な　
い　
。　
以　
下　
、　

大　
鏡　
内　
で　
連　
続　
す　
る　
記　
事　
部　
分　
は　
、　
点　
線　
で　
囲　
っ　
て　
お　
い　
た　
。　

1  5  
丁　
オ　
（　
1  6  
丁　
ウ　
）　

1  

帝　
ノ　
母　
ハ　
ゝ　
キ　
サ　
キ　
ノ　
御　
時　
ニ　
行　
幸　
セ　
サ　
セ　
給　
テ　
御　
輿　
シ　
ヨ　
ス　
ル　
事　
ハ　
深　

草　

仁　
明　
帝　
　　
嵯　
峨　
第　
二　
子　

2  

御　
時　
ヨ　
リ　
ア　
リ　
ケ　
ル　
事　
ト　
ゝ　
コ　
ソ　
コ　
レ　
ヨ　
リ　
サ　
キ　
ハ　
オ　
リ　
テ　
ノ　
ラ　
セ　
給　
ヘ　

リ　
ケ　
ル　
ヲ　
キ　
サ　
イ　

3  

ノ　
宮　
行　
幸　
ノ　
ア　
リ　
サ　
マ　
ミ　
ツ　
覧　ラム
タ　
ゝ　
ヨ　
セ　
テ　
ノ　
ラ　
セ　
タ　
テ　
マ　
ツ　
レ　
ト　
申　

セ　
給　
ヒ　
ケ　
レ　
ハ　
其　

4  

ノ　
タ　
ヒ　
サ　
テ　
オ　
ハ　
シ　
マ　
シ　
ケ　
ル　
ヨ　
リ　
今　
ハ　
ヨ　
セ　
テ　
ノ　
ラ　
セ　
給　
ト　
ソ　

5  

太　
皇　
太　
后　
橘　
嘉　
智　
子　
内　
舎　
人　
贈　
太　
政　
大　
臣　
正　
一　
位　
清　
友　
女　
也　

嵯　
峨　
之　
女　
御　
仁　
明　
母　
后　
也　

（　
三　
行　
分　
ほ　
ど　
空　
白　
）　

6  

春　
日　

ノ　

行　
幸　
前　

ノ　

一　
条　
院　
御　
時　

ヨ　
リ　

始　
之　
永　
延　
三　
年　
三　
月　
廿　
六　
日　

（　
あ　
と　
空　
白　
）　

1  5  
丁　
ウ　
（　
1  5  
丁　
オ　
）　

1  

極　
楽　
寺　
有　
裏　
書　

2  

ナ　
カ　
ニ　
極　
楽　
寺　
法　
性　
寺　
ソ　
イ　
ミ　
シ　
ク　
ハ　
ヘ　
ル　
ヤ　
深　
草　
御　
時　
ホ　
ト　
ニ　
ヤ　
ナ　

3  

ト　
ソ　
思　
ヤ　
ラ　
レ　
ハ　
ヘ　
ル　
セ　
リ　
川　
ミ　
ユ　
キ　
セ　シメ
給　、　
ケ　
ル　
ニ　
昭　
宣　
公　
ワ　
ラ　
ハ　
殿　

上　
ニ　
テ　﹇　

こ　
の　
間　
十　
三　
行　
、　
紙　
幅　
の　
都　
合　
で　
省　
略　
し　
た　
﹈　

1  8  

テ　
ケ　
ニ　
イ　
ト　
ヨ　
キ　
所　
ナ　
リ　
マ　
シ　
カ　
堂　
ヲ　
タ　
テ　
ヨ　
我　
ハ　
シ　
カ　
ゝ　
ノ　
事　
ア　
リ　

シ　
カ　
ハ　
ソ　
コ　
ニ　

1  9  

立　
ム
ス
ル　
ソ　
ト　
マ　
ウ　
サ　
セ　
給　
ケ　
ル　
サ　
テ　
法　
性　
寺　
ハ　
立　
サ　
セ　
給　
シ　
ナ　
リ　
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1  5  
丁　
ウ　
の　
裏　
（　
1  5  
丁　
ウ　
）　

1  

有　
裏　
書　

2  

九　
条　
殿　
登　
山　
　　
慈　
恵　
大　
僧　

ノ　

御　
房　

ニ　

登　
云　ゝ　

飯　
室　
被　
立　
歟　

（　
行　
間　
あ　
り　
一　
行　
弱　
）　

3  

鎌　
足　
ノ　
大　
臣　
、　
多　
武　
峯　
、　
不　
比　
等　
大　
臣　
ノ　
山　
階　
寺　
、　
・　
基　
経　

昭
宣
公

ノ　
第　ヲト
ノ　ゝ
極　

楽　
寺　
・　

4  

忠　
平　

貞
信
公

ノ　
大　
臣　
ノ　
法　
性　
寺　
、　
九　
条　
殿　
楞　
厳　
院　
、　

5  

聖　
武　
天　
皇　
東　
大　
寺　

6  

大　
安　
寺　
ハ　
都　
率　
天　

ノ　

一　
院　
ヲ　
天　
竺　
ノ　
祇　
恒　
園　
精　
舎　
ニ　
ウ　
ツ　
シ　
造　
リ　
天　
竺　
祇　

恒　
精　

7  

舎　
ヲ　
モ　
ロ　
コ　
シ　
ノ　
西　
明　
寺　
ニ　
ウ　
ツ　
シ　
造　
リ　
○　
此　
帝　
ハ　
大　
安　
寺　
ニ　
ウ　
ツ　
サ　
レ　

タ　
リ　

（　
一　
行　
空　
白　
）　

8  

山　
階　
寺　

年　
ニ　

二　
三　
度　
会　
被　
行　
正　
月　
八　
日　

ヨ　
リ　

十　
四　
日　

マ　
テ　
ハ　

八　
省　

ニ　
テ　

奈　
良　
方　

僧　

9  

御　
斎　
会　
﹇　
神　
護　
景　
雲　
三　
年　
始　
之　
﹈　

ヲ　

講　
師　

ト　
テ　

御　
斎　
会　
被　
行　
帝　
ハ　
シ　
メ　

藤　
氏　
殿　
原　
加　
供　

シ　

給　

1  0  

最　
勝　
会　

天　
長　
七　
年　
庚　
戌　
始　
之　
　　
中　
納　
言　
也　
奏　
之　

三　
月　
十　
□　
日　
始　
テ　
薬　
師　
寺　

七　
日　

1  1  

維　
广　
会　
　　

山　
階　
寺　
ニ　
テ　
十　
月　
十　
日　
ヨ　
リ　

七　
日　

1  2  

南　
京　
法　
師　
三　
会　
講　
師　
シ　
ツ　
レ　
ﾊ  
已　
講　
ト　
ナ　
ツ　
ケ　
テ　
次　
第　
ニ　
僧　
綱　
被　

成　
ル　
ハ　
彼　

1  3  

寺　
イ　
ミ　
シ　
キ　
無　
止　
所　
也　
イ　
ミ　
シ　
キ　
非　
道　
事　
モ　
山　
階　
ニ　
ナ　
リ　
ヌ　
レ　
ハ　
又　

ト　
モ　
カ　
ク　
モ　
人　
イ　
ハ　

1  4  

ス　
山　
階　
道　
理　
ﾄ  
ナ　
ツ　
ケ　
タ　
リ　

1  5  
丁　
オ　
の　
裏　
（　
1  6  
丁　
オ　
）　

1  

源　
信　
　　
　　

長　
保　
六　
年　
五　
月　
廿　
四　
日　
少　
僧　
都　

大　
和　
国　
人　
去　
長　
保　
二　
年　
月　
日　
任　
法　
橋　
上　
人　
、　
寛　
弘　
三　
年　
十　
二　
月　
十　
四　
日　
辞　
退　

3  

頭　
陀　
　　
大　
品　
般　
若　
経　
第　
廿　
一　
日　
　　
一　
作　
阿　
練　
若　
　　
二　
常　
乞　
食　
　　
三　
納　
衣　

4  

五　
節　
量　
食　
　　
六　
中　
後　
不　
飲　

七　
男　
間　
住　
　　
八　
樹　
下　
住　

5  

九　
露　
地　
住　
　　
十　
常　
坐　
不　
臥　
　　
十　
一　
次　
第　
乞　
食　
　　
十　
二　
但　
三　
衣　
聴　

法　
人　

1  6  
丁　
オ　
（　
1  7  
丁　
オ　
）　（　
最　
初　
一　
行　
の　
前　
に　
空　
白　
。　
損　
傷　
で　
見　
え　
な　
い　
が　
「　
□　

□　
云　
」　
又　
は　
「　
□　
□　
之　
」　
と　
推　
定　
）　

1  

□　
□　

（　
大　
）　
（　
和　
）　

物　
語　
云　

□　
□　
□　

（　
ミ　
）　
（　
カ　
）　
（　
ト　
）　

オ　
リ　
ヰ　
給　

テ　

マ　
タ　
ノ　
ト　
シ　
秋　
御　
ク　
シ　
ヲ　
ロ　
シ　
給　
テ　
ト　
コ　
ロ　
ゝ　
ニ　

山　
フ　
ミ　
セ　
サ　

2  

セ　
給　
ヘ　
リ　
肥　
前　

3  

□　（　
掾　
）　

ニ　
テ　
タ　
チ　
ハ　
ナ　
ノ　
ヨ　
シ　
ト　
シ　
ト　
イ　
フ　
人　
ウ　
チ　
ニ　
オ　
ハ　
シ　
マ　
シ　
ケ　
ル　
時　

殿　
上　
シ　
タ　
リ　
ケ　
ル　
ヲ　
御　
ク　

（　
六　
行　
略　
す　
）　
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1  0  

フ　
ル　
サ　
ト　
ノ　
タ　
ヒ　
ネ　
ノ　
ユ　
メ　
ニ　
ミ　
エ　
ツ　
ル　
ハ　
ウ　
ラ　
ミ　
ヤ　
ス　
ラ　
ム　
マ　

タ　
ト　
ゝ　
ハ　
ネ　
ハ　

1  1  

ト　
ア　
リ　
ケ　
ル　
ニ　
ミ　
ナ　
ヒ　
ト　
ナ　
キ　
テ　
ヨ　
マ　
ス　
ナ　
リ　
ニ　
ケ　
リ　
ソ　
ノ　
名　
ヲ　
ナ　
ム　

寛　
連　
大　
徳　
ト　
イ　
ヒ　
テ　
ノ　
チ　

1  2  

マ　
テ　
候　
ケ　
ル　

1  3  

裏　
書　
云　
　　
　　
　　
仁　
和　
三　
年　

丁　

八　
月　
廿　
六　
日　

丁　

天　
皇　
聖　
躰　
乖　
豫　
豫　

未　

卯　

1  6  
丁　
ウ　
（　
1  9  
丁　
ウ　
）　

1  

…　
オ　
モ　
ヘ　
ト　
モ　
サ　
ス　
カ　
ニ　
エ　
コ　
ソ　
イ　
ヒ　
モ　
イ　
タ　
サ　
ネ　

1  6  
丁　
ウ　
裏　
（　
1  7  
丁　
オ　
）　

1  

影　
印　
に　
は　
何　
も　
見　
え　
な　
い　
。　

1  6  
丁　
オ　
裏　
（　
1  7  
丁　
ウ　
）　

1  

或　
願　
文　
云　朱　

雀　
院　
醍　
醐　
御　

前
朱
雀
院

塔　
供　
養　
之　
　　
天　
暦　
六　
年　
十　
月　
二　
日　
別　
当　
権　
中　
納　
言　

師　
尹　

（　
後　
空　
白　
）　

池　
上　
氏　
や　
橘　
氏　
が　
、　
前　
掲　
論　
文　
で　
丁　
寧　
な　
考　
証　
を　
加　
え　
ら　
れ　
た　
よ　
う　
に　
、　
上　

の　
記　
事　
は　
ほ　
ぼ　
『　
大　
鏡　
』　
本　
文　
と　
裏　
書　
と　
言　
っ　
て　
よ　
い　
。　
け　
れ　
ど　
も　
、　
両　
氏　
の　

見　
届　
け　
た　
丁　
の　
順　
序　
で　
は　
、　
大　
鏡　
の　
物　
語　
の　
流　
れ　
に　
即　
さ　
ず　
、　
巻　
も　
頁　
数　
も　
飛　

ん　
で　
、　
間　
に　
注　
記　
的　
な　
文　
や　
裏　
書　
の　
文　
も　
入　
り　
、　
そ　
の　
順　
序　
が　
目　
茶　
苦　
茶　
で　
脈　

絡　
が　
と　
れ　
ず　
、　
栄　
源　
が　
他　
の　
人　
物　
の　
抄　
出　
し　
た　
も　
の　
を　
大　
鏡　
と　
認　
識　
せ　
ず　
に　
書　

写　
し　
た　
と　
し　
か　
思　
え　
な　
い　
。　

け　
れ　
ど　
も　
、　
丁　
数　
を　
本　
来　
の　
か　
た　
ち　
に　
し　
て　
初　
め　
て　
筆　
写　
の　
あ　
り　
方　
も　
明　
確　

と　
な　
る　
。　
点　
線　
で　
括　
っ　
た　
内　
容　
ご　
と　
に　
巻　
と　
頁　
数　
を　
日　
本　
古　
典　
文　
学　
大　
系　
本　
で　

示　
す　
と　
、　

1  5  
丁　
オ　
…　
…　
…　
・　
巻　
六　
　　
昔　
物　
語　
　　
二　
八　
四　
〜　
五　
頁　
、　

・　
巻　
五　
　　
道　
長　
伝　
二　
一　
五　
頁　
、　

1  5  
丁　
ウ　
…　
…　
…　
・　
巻　
五　

道　
長　
伝　
　　
二　
三　
八　
〜　
二　
四　
○　
頁　
（　
1  5  
丁　
ウ　
の　
裏　

に　
続　
く　
）　、　

1  5  
丁　
ウ　
の　
裏　
…　
・　
巻　
五　
　　
道　
長　
伝　
　　
二　
三　
七　
頁　
、　
二　
三　
四　
〜　
五　
頁　

1  5  
丁　
オ　
の　
裏　
…　
・　
巻　
二　
　　
頼　
忠　
伝　
　　
九　
三　
頁　

1  6  
丁　
オ　
…　
…　
…　
・　
巻　
一　

宇　
多　
帝　
紀　
　　
四　
六　
頁　
、　
光　
孝　
帝　
紀　
　　
四　
五　
頁　
の　

裏　
書　

ほ　
ぼ　
物　
語　
の　
流　
れ　
に　
添　
っ　
て　
い　
る　
こ　
と　
、　
し　
か　
し　
な　
が　
ら　
大　
鏡　
の　
後　
か　
ら　
前　
に　

と　
逆　
に　
文　
章　
が　
続　
い　
て　
い　
る　
こ　
と　
な　
ど　
が　
わ　
か　
る　
。　
ま　
た　
「　
打　
聞　
集　

下　
帖　

」　

付　
日　
記　
因　
縁　

と　
し　
て　
袋　
綴　
に　
す　
る　
以　
前　
に　
は　
、　
大　
鏡　
関　
係　
は　
、　
1  5  
丁　
の　
オ　
・　
ウ　
と　
1  5  
丁　
の　
裏　

の　
も　
の　
が　
一　
枚　
（　
文　
章　
は　
現　
在　
の　
表　
か　
ら　
裏　
に　
続　
い　
て　
い　
る　
こ　
と　
に　
な　
る　
）　
と　
、　

1  6  
丁　
オ　
モ　
テ　
だ　
け　
と　
な　
り　
、　
体　
裁　
も　
す　
っ　
き　
り　
し　
た　
も　
の　
で　
あ　
っ　
た　
こ　
と　
も　
わ　

か　
る　
。　
た　
だ　
し　
、　
影　
印　
に　
あ　
た　
る　
と　
、　
1  5  
丁　
の　
一　
枚　
は　
、　
紙　
の　
丈　
を　
異　
に　
し　
て　

お　
り　
、　
語　
頭　
の　
文　
字　
が　
1  6  
丁　
オ　
の　
大　
鏡　
裏　
書　
所　
引　
の　
大　
和　
物　
語　
の　
文　
字　
よ　
り　
も　

ず　
っ　
と　
下　
が　
っ　
て　
い　
る　
。　
1  5  
丁　
の　
一　
枚　
は　
、　
裏　
表　
が　
続　
く　
こ　
と　
か　
ら　
反　
故　
紙　
を　

利　
用　
し　
た　
他　
の　
書　
写　
と　
も　
異　
な　
る　
し　
、　
別　
の　
機　
会　
に　
書　
い　
た　
も　
の　
を　
一　
緒　
に　
綴　

じ　
合　
わ　
せ　
た　
と　
し　
か　
推　
定　
で　
き　
ま　
い　
。　
橋　
本　
進　
吉　
氏　
の　
解　
説　
に　
よ　
れ　
ば　
、　
表　
紙　

か　
ら　
十　
四　
丁　
ま　
で　
は　
楮　
紙　
で　
あ　
る　
が　
、　
十　
五　
丁　
以　
下　
は　
や　
や　
厚　
手　
の　
紙　
を　
用　
い　
、　
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丈　
や　
幅　
も　
十　
四　
丁　
ま　
で　
と　
は　
異　
に　
し　
、　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
丁　
ご　
と　
に　
違　
う　
と　
い　
う　
。　

1  6  
丁　
オ　
が　
『　
大　
鏡　
』　
関　
係　
と　
見　
な　
せ　
る　
の　
は　
、　

・　
巻　
一　
の　
宇　
多　
帝　
紀　
、　
宇　
多　
上　
皇　
の　
出　
家　
後　
の　
熊　
野　
詣　
で　
の　
折　
の　
次　
の　
本　
文　

に　
関　
わ　
る　
も　
の　
。　

昌　
泰　
元　
年　
戊　
午　
四　
月　
十　
日　
、　
御　
出　
家　
せ　
さ　
せ　
た　
ま　
ふ　
。　
肥　
前　
掾　
橘　
よ　良
し　利

と　
し　
殿　
上　
に　
候　
け　
る　
、　
入　
道　
し　
て　
、　
修　
行　
の　
御　
と　
も　
に　
も　
、　
こ　
れ　
の　
み　

ぞ　
つ　
か　
ふ　
ま　
つ　
り　
け　
る　
。　
さ　
れ　
ば　
、　
く　
ま　
の　
に　
て　
も　
、　
ひ　
ね　
と　
い　
ふ　
と　

こ　
ろ　
に　
て　
、　「　
た　
び　
ね　
の　
ゆ　
め　
に　
み　
え　
つ　
る　
は　
」　
と　
も　
よ　
む　
ぞ　
か　
し　
。　

人　

く　
の　
な　
み　
だ　
お　
と　
す　
も　
、　
こ　
と　
は　
り　
に　
あ　
は　
れ　
な　
る　
こ　
と　
よ　
な　
。　

（　
大　
系　
本　
四　
六　
頁　
）　

・　
巻　
一　
の　
光　
孝　
天　
皇　
紀　
の　
治　
政　
年　
数　
に　
関　
わ　
る　
も　
の　
。　

二　
月　
四　
日　
、　
く　
ら　
ゐ　
に　
つ　
き　
給　
、　
御　
年　
五　
十　
五　
。　
世　
を　
し　
ら　
せ　
給　
事　
、　
四　

年　
。　（　
大　
系　
本　
四　
五　
頁　
）　

の　
二　
つ　
か　
ら　
な　
る　
。　
前　
者　
の　
大　
和　
物　
語　
は　
、　
大　
鏡　
諸　
本　
中　
、　
東　
松　
本　
の　
裏　
書　
・　

裏　
書　
分　
註　
本　
の　
裏　
書　
・　
大　
鏡　
流　
布　
本　
の　
本　
文　
な　
ど　
に　
見　
え　
る　
も　
の　
で　
、　
相　
当　
初　

期　
に　
つ　
い　
た　
裏　
書　
と　
推　
定　
で　
き　
る　
。　
後　
者　
は　
、　「　
裏　
書　
云　
　　
仁　
和　
三　
年　

丁　

八　
月　
廿　

未　

六　
日　

丁　

天　
皇　
聖　
躰　
乖　
豫　
」　
の　
文　
章　
も　
あ　
っ　
て　
、　
大　
鏡　
裏　
書　
と　
し　
か　
考　
え　
ら　
れ　
な　

卯　

い　
。　
こ　
れ　
は　
、　
父　
光　
孝　
天　
皇　
の　
後　
を　
受　
け　
て　
、　
宇　
多　
天　
皇　
が　
立　
太　
子　
と　
踐　
祚　
が　

同　
日　
と　
い　
う　
変　
則　
的　
な　
皇　
位　
継　
承　
で　
あ　
っ　
た　
が　
、　「　
仁　
和　
三　
年　
丁　
未　
八　
月　
廿　
六　

日　
に　
、　
東　
宮　
に　
た　
ゝ　
せ　
給　
て　
、　
や　
が　
て　
同　
日　
に　
、　
く　
ら　
ゐ　
に　
つ　
か　
せ　
た　
ま　
ふ　
。　」　

（　
大　
系　
本　
四　
五　
頁　
）　
と　
い　
う　
記　
事　
に　
対　
し　
て　
の　
も　
の　
、　
と　
も　
解　
せ　
る　
が　
、　
裏　
書　

の　
順　
序　
か　
ら　
は　
光　
孝　
天　
皇　
紀　
に　
つ　
い　
た　
も　
の　
と　
思　
わ　
れ　
る　
（　
注　
2  
）　。　『　
大　
鏡　
』　

裏　
書　
は　
そ　
れ　
を　
『　
三　
大　
実　
録　
』　
の　
文　
章　
を　
引　
用　
し　
て　
注　
釈　
を　
施　
し　
た　
も　
の　
で　
あ　

る　
。　正　

し　
い　
丁　
の　
並　
び　
に　
す　
る　
と　
、　
大　
鏡　
抄　
出　
の　
意　
図　
も　
は　
っ　
き　
り　
見　
え　
て　
く　
る　
。　

ま　
ず　
、　
1  5  
丁　
オ　
に　
つ　
い　
て　
。　

・　
巻　
六　
の　
巻　
尾　
の　
次　
の　
文　
章　
で　
あ　
り　
、　
仁　
明　
天　
皇　
の　
母　
后　
の　
も　
と　
へ　
の　
朝　
覲　

行　
幸　
か　
ら　
御　
輿　
を　
、　
母　
の　
面　
前　
に　
寄　
せ　
て　
乗　
っ　
た　
初　
例　
を　
述　
べ　
、　

ま　
こ　
と　

く　
、　
み　
か　
ど　
の　
、　
は　
ゝ　
ぎ　
さ　
き　
の　
御　
も　
と　
に　
行　
幸　
せ　
さ　
せ　

給　
て　
、　
…　
…　
さ　
て　
お　
は　
し　
ま　
し　
け　
る　
よ　
り　
、　
い　
ま　
は　
よ　
せ　
て　
の　
ら　
せ　
た　

ま　
ふ　
と　
ぞ　
。　（　
大　
系　
本　
二　
八　
四　
〜　
五　
頁　
）　

そ　
し　
て　
、　
仁　
明　
天　
皇　
と　
橘　
嘉　
智　
子　
に　
関　
す　
る　
、　
本　
文　
の　
傍　
注　
か　
と　
思　
わ　
れ　

る　
も　
の　
二　
箇　
所　
が　
見　
え　
る　
。　

・　
二　
行　
ほ　
ど　
の　
空　
間　
を　
置　
い　
て　
、　
巻　
五　
道　
長　
伝　
の　
後　
一　
条　
院　
の　
春　
日　
行　
幸　
に　

関　
わ　
る　
文　
脈　
に　
見　
え　
た　
も　
の　
で　
、　
春　
日　
行　
幸　
の　
初　
例　
に　
つ　
い　
て　
、　

春　
日　
行　
幸　
、　
先　
一　
条　
院　
の　
御　
時　
よ　
り　
は　
じ　
ま　
れ　
る　
ぞ　
か　
し　
な　
。　（　
大　
系　

本　
二　
一　
五　
頁　
）　

と　
し　
た　
大　
鏡　
本　
文　
を　
、　
会　
話　
体　
か　
ら　
記　
録　
体　
の　
文　
章　
に　
な　
お　
し　
、　
一　
条　
天　

皇　
の　
春　
日　
行　
幸　
の　
年　
紀　
の　
注　
を　
示　
し　
た　
も　
の　
と　
な　
る　
。　

ま　
っ　
た　
く　
巻　
を　
異　
に　
し　
た　
二　
つ　
の　
記　
事　
は　
、　
空　
白　
の　
置　
き　
方　
か　
ら　
意　
識　
し　
た　
文　

章　
化　
の　
あ　
と　
が　
た　
ど　
ら　
れ　
る　
。　
と　
も　
に　
行　
幸　
に　
関　
わ　
る　
初　
例　
、　
つ　
ま　
り　
池　
上　
氏　

も　
触　
れ　
た　
よ　
う　
に　
縁　
起　
譚　
で　
あ　
り　
、　「　
付　
　　
日　
記　
因　
縁　
」　
と　
し　
て　
の　
「　
因　
縁　
」　

の　
性　
格　
で　
あ　
る　
こ　
と　
が　
は　
っ　
き　
り　
す　
る　
。　

次　
の　
、　
1  5  
丁　
ウ　
に　
つ　
い　
て　
。　「　
極　
楽　
寺　
」　
で　
は　
じ　
ま　
る　
記　
事　
は　
、　
巻　
五　
「　
道　

長　
伝　
」　
の　
、　
鎌　
足　
以　
降　
の　
寺　
名　
を　
次　
々　
に　
掲　
げ　
た　
箇　
所　
に　
あ　
る　
。　
打　
聞　
集　
の　
文　

も　
内　
容　
は　
同　
じ　
で　
、　
基　
経　
の　
極　
楽　
寺　
、　
そ　
の　
子　
貞　
信　
公　
忠　
平　
の　
法　
性　
寺　
が　
い　
か　

に　
建　
立　
さ　
れ　
た　
か　
の　
由　
来　
を　
語　
る　
縁　
起　
譚　
と　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　
打　
聞　
集　
の　
「　
ナ　
カ　

ニ　
極　
楽　
寺　
…　
」　
と　
あ　
る　
文　
は　
、　
大　
鏡　
で　
は　
、　

む　
か　
し　
も　
、　
か　
ゝ　
り　
け　
る　
こ　
と　
お　
ほ　
く　
侍　
け　
る　
な　
か　
に　
、　
極　
楽　
寺　
・　
法　
性　

寺　
ぞ　
い　
み　
じ　
く　
侍　
る　
や　
。　（　
大　
系　
本　
二　
三　
八　
頁　
）　
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と　
あ　
り　
、　
傍　
線　
の　
後　
は　
打　
聞　
集　
そ　
っ　
く　
り　
に　
続　
く　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　
打　
聞　
集　
の　
本　

文　
は　
東　
松　
本　
大　
鏡　
諸　
本　
に　
比　
較　
す　
る　
と　
小　
異　
の　
あ　
る　
も　
の　
の　
、　
ほ　
ぼ　
同　
文　
と　
言　

っ　
て　
よ　
い　
。　

『　
大　
鏡　
』　
で　
は　
、　
こ　
の　
極　
楽　
寺　
・　
法　
性　
寺　
建　
立　
の　
由　
来　
の　
記　
事　
に　
続　
い　
て　
、　

又　
、　
九　
条　
殿　
の　
飯　
室　
の　
事　
な　
ど　
は　
、　
い　
か　
に　
ぞ　
。　
横　
川　
の　
大　
僧　
正　
御　
房　
に　

の　
ぼ　
ら　
せ　
た　
ま　
ひ　
し　
御　
共　
に　
は　
、　
し　
げ　
き　
ま　
い　
り　
て　
は　
べ　
り　
き　
。　（　
大　
系　

本　
二　
四　
○　
頁　
）　

と　
、　
虚　
構　
の　
語　
り　
手　
重　
木　
が　
体　
験　
談　
と　
し　
て　
語　
る　
も　
の　
が　
見　
え　
る　
。　
大　
鏡　
で　
は　
、　

基　
経　
│　
忠　
平　
│　
師　
輔　
と　
い　
う　
藤　
原　
の　
血　
筋　
を　
辿　
っ　
て　
添　
え　
ら　
れ　
た　
簡　
潔　
な　
一　
話　

で　
あ　
る　
。　
そ　
れ　
が　
、　
打　
聞　
集　
と　
な　
る　
と　
、　
1  5  
丁　
ウ　
の　
裏　
に　
、　
袋　
綴　
で　
は　
、　
紙　
背　

と　
な　
っ　
て　
本　
文　
化　
さ　
れ　
な　
い　
が　
、　

九　
条　
殿　
登　
山　
　　
慈　
恵　
大　
僧　

ノ　

御　
房　

ニ　

登　

飯　
室　
被　
立　
歟　

と　
あ　
っ　
て　
、　
こ　
の　
抄　
出　
を　
し　
た　
人　
物　
は　
、　
重　
木　
云　
々　
と　
い　
う　
虚　
構　
の　
語　
り　
手　
の　

体　
験　
談　
に　
意　
味　
を　
見　
出　
さ　
ず　
、　
師　
輔　
登　
山　
の　
意　
味　
が　
「　
飯　
室　
」　
建　
立　
に　
関　
わ　
る　

と　
文　
脈　
を　
理　
解　
し　
て　
、　「　
被　
立　
歟　
」　
と　
楞　
厳　
院　
建　
立　
の　
意　
味　
に　
価　
値　
あ　
り　
と　
し　

た　
。　
そ　
の　
前　
に　
「　
有　
裏　
書　
」　（　「　
裏　
書　
有　
り　
」　
の　
意　
味　
）　
と　
示　
し　
て　
い　
る　
の　
だ　
か　

ら　
、　
こ　
の　
文　
章　
は　
注　
記　
で　
な　
く　
、　
大　
鏡　
の　
要　
約　
に　
相　
当　
す　
る　
文　
章　
で　
あ　
る　
こ　
と　

を　
明　
示　
し　
て　
い　
る　
。　
裏　
書　
の　
内　
容　
は　
不　
明　
で　
あ　
る　
が　
、　
師　
輔　
は　
良　
源　
に　
一　
族　
の　

繁　
栄　
を　
祈　
願　
し　
、　
師　
壇　
の　
契　
り　
を　
結　
び　
、　
自　
分　
の　
子　
孫　
と　
慈　
恵　
大　
師　
の　
弟　
子　
筋　

が　
師　
弟　
の　
契　
り　
を　
結　
ぶ　
と　
約　
束　
し　
た　
の　
は　
、　「　
慈　
恵　
大　
師　
伝　
」　
な　
ど　
で　
有　
名　
な　

話　
で　
あ　
る　
。　

1  5  
丁　
ウ　
の　
裏　
は　
、　
袋　
綴　
で　
は　
隠　
れ　
て　
し　
ま　
う　
も　
の　
で　
あ　
る　
が　
、　
次　
に　
一　
行　
の　

空　
白　
を　
置　
い　
た　
「　
鎌　
足　
ノ　
…　
」　
か　
ら　
「　
…　
大　
安　
寺　
ニ　
ウ　
ツ　
サ　
レ　
タ　
リ　
」　
ま　
で　
は　
、　

こ　
れ　
も　
大　
鏡　
で　
は　
一　
塊　
を　
な　
す　
文　
章　
で　
、　「　
極　
楽　
寺　
・　
法　
性　
寺　
」　
の　
文　
章　
の　
前　

に　
位　
置　
す　
る　
。　

か　
ま　
た　
り　
の　
お　
と　
ゞ　
の　
多　
武　
峯　
・　
不　
比　
等　
の　
大　
臣　
の　
山　
階　
寺　
・　
基　
経　
の　
お　

と　
ゞ　
の　
極　
楽　
寺　
・　
忠　
平　
の　
大　
臣　
の　
法　
性　
寺　
・　
九　
条　
殿　
の　
楞　
厳　
院　
・　
あ　
め　
の　

聖

武

天

皇

み　
か　
ど　
の　
つ　
く　
り　
た　
ま　
へ　
る　
東　
大　
寺　
も　
、　
ほ　
と　
け　
ば　
か　
り　
こ　
そ　
は　
お　
ほ　
き　

に　
お　
は　
す　
め　
れ　
ど　
、　
猶　
こ　
の　
無　
量　
寿　
院　
に　
は　
な　
ら　
び　
た　
ま　
は　
ず　
。　
ま　
し　
て　
、　

こ　
と　
御　
寺　
ゝ　ヽ　
ゝ　ヽ　
は　
い　
ふ　
べ　
き　
な　
ら　
ず　
。　
大　
安　
寺　
は　
、　
兜　
率　
天　
の　
一　
院　
を　
天　

竺　
の　
祇　
園　
精　
舎　
に　
移　
造　
、　
天　
竺　
の　
祇　
園　
精　
舎　
を　
唐　
の　
西　
明　
寺　
に　
う　
つ　
し　
つ　

く　
り　
、　
唐　
の　
西　
明　
寺　
の　
一　
院　
を　
、　
此　
国　
の　
み　
か　
ど　
は　
、　
大　
安　
寺　
に　
う　
つ　
さ　

し　
め　
給　
へ　
る　
な　
り　
。　（　
大　
系　
本　
二　
三　
七　
頁　
）　

大　
鏡　
の　
傍　
線　
を　
付　
け　
た　
箇　
所　
を　
抄　
出　
し　
た　
こ　
と　
に　
な　
る　
。　
た　
だ　
し　
、　
注　
記　
の　
よ　

う　
な　
語　
句　
「　
昭　
宣　
公　
」　「　
貞　
信　
公　
」　
が　
加　
わ　
っ　
て　
い　
る　
。　
こ　
の　
後　
一　
行　
分　
ほ　
ど　

を　
空　
白　
と　
し　
た　
の　
は　
、　
文　
章　
と　
し　
て　
の　
一　
塊　
を　
示　
し　
た　
も　
の　
。　
続　
く　
打　
聞　
集　
の　

「　
大　
安　
寺　
」　
以　
降　
は　
、　
大　
鏡　
の　
文　
章　
が　
、　

兜　
率　
天　
の　
祇　
園　
精　
舎　

天　
竺　
の　
祇　
園　
精　
舎　

唐　
の　
西　
明　
寺　

日　
本　
の　
大　
安　

寺　

と　
次　
々　
に　
模　
倣　
し　
て　
建　
立　
さ　
れ　
た　
と　
い　
う　
、　
大　
安　
寺　
建　
立　
由　
来　
譚　
と　
な　
っ　
て　
い　

る　
の　
だ　
が　
、　
打　
聞　
集　
は　
そ　
れ　
を　
簡　
潔　
化　
し　
な　
が　
ら　
ほ　
ぼ　
踏　
襲　
し　
た　
か　
た　
ち　
に　
な　

る　
。　
こ　
う　
し　
て　
極　
楽　
寺　
か　
ら　
大　
安　
寺　
ま　
で　
、　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
寺　
院　
建　
立　
が　
誰　
の　
手　

に　
な　
る　
も　
の　
か　
も　
含　
め　
て　
の　
、　
寺　
院　
建　
立　
縁　
起　
譚　
と　
な　
っ　
て　
い　
た　
。　

一　
行　
空　
白　
後　
の　
、　
山　
階　
寺　
の　
御　
斎　
会　
・　
最　
勝　
会　
・　
維　
摩　
会　
の　
く　
だ　
り　
は　
、　
大　

系　
本　
で　
二　
三　
四　
頁　
に　
あ　
り　
、　「　
か　
ま　
た　
り　
の　
…　
」　
の　
前　
に　
位　
置　
し　
て　
い　
る　
文　
章　

に　
相　
当　
す　
る　
。　

不　
比　
等　
の　
大　
臣　
は　
、　
山　
階　
寺　
を　
建　
立　
せ　
し　
め　
給　
へ　
り　
。　
そ　
れ　
に　
よ　
り　
、　
か　

の　
て　
ら　
に　
藤　
氏　
を　
い　
の　
り　
申　
に　
、　
…　
…　
お　
ほ　
よ　
そ　
、　
か　
の　
寺　
よ　
り　
は　
じ　
ま　

り　
て　
、　
と　
し　
に　
二　
三　
度　
、　
会　
を　
を　
こ　
な　
は　
る　
。　
正　
月　
八　
日　
よ　
り　
十　
四　
日　
ま　

で　
、　
八　
省　
に　
て　
、　
な　
ら　
が　
た　
の　
僧　
を　
講　
師　
と　
て　
、　
御　
斎　
会　
を　
こ　
な　
は　
し　
む　
。　
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公　
家　
よ　
り　
は　
じ　
め　
、　
藤　
氏　
の　
殿　
ば　
ら　
み　
な　
加　
供　
し　
給　
。　
又　
、　
三　
月　
十　
七　
日　

よ　
り　
は　
じ　
め　
て　
、　
薬　
師　
寺　
に　
て　
、　
最　
勝　
会　
七　
日　
。　
又　
、　
山　
階　
寺　
に　
て　
、　
十　

月　
十　
日　
よ　
り　
、　
維　
摩　
会　
七　
日　
。　
み　
な　
こ　
れ　
ら　
の　
た　
び　
に　
、　
勅　
使　
下　
向　
し　
て　
、　

衾　
つ　
か　
は　
す　
。　
藤　
氏　
の　
殿　
ば　
ら　
よ　
り　
五　
位　
ま　
で　
た　
て　
ま　
つ　
り　
給　
。　
南　
京　
の　

法　
師　
、　
三　
会　
講　
師　
し　
つ　
れ　
ば　
、　「　
已　
講　
」　
と　
な　
づ　
け　
て　
、　
そ　
の　
次　
第　
を　
つ　

く　
り　
て　
、　
律　
師　
僧　
綱　
に　
な　
る　
。　
か　
ゝ　
れ　
ば　
、　
か　
の　
御　
寺　
、　
い　
か　
め　
し　
う　
や　

む　
ご　
と　
な　
き　
所　
な　
り　
。　
…　
「　
山　
し　
な　
道　
理　
」　
と　
つ　
け　
て　
、　
を　
き　
つ　
。　（　
大　

系　
本　
二　
三　
四　
│　
五　
頁　
）　

打　
聞　
集　
の　
一　
塊　
の　
文　
章　
は　
、　
こ　
れ　
ら　
の　
三　
法　
会　
に　
つ　
い　
て　
、　
大　
鏡　
本　
文　
を　
写　
す　

と　
同　
時　
に　
、　
維　
摩　
会　
の　
始　
ま　
り　
は　
、　
大　
鏡　
に　
文　
章　
化　
さ　
れ　
て　
鎌　
足　
の　
病　
気　
平　
癒　

の　
た　
め　
と　
あ　
っ　
た　
が　
触　
れ　
ず　
に　
、　
他　
の　
二　
つ　
の　
注　
記　
的　
記　
事　
、　

御　
斎　
会　
　　
神　
護　
景　
雲　
三　
年　
始　
之　

最　
勝　
会　
　　
天　
長　
七　
年　
庚　
戌　
始　
之　
　　
中　
納　
言　
也　
奏　
之　
　　
七　
日　

で　
も　
っ　
て　
、　
三　
会　
の　
由　
来　
譚　
と　
し　
て　
の　
意　
味　
付　
与　
が　
な　
さ　
れ　
て　
い　
る　
こ　
と　
に　
注　

意　
し　
た　
い　
。　
そ　
し　
て　
、　
已　
講　
と　
山　
階　
道　
理　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
文　
字　
を　
下　
げ　
て　
、　
性　

格　
を　
異　
に　
す　
る　
文　
章　
と　
し　
て　
整　
理　
し　
た　
。　

『　
大　
鏡　
』　
に　
お　
け　
る　
道　
長　
の　
無　
量　
寿　
院　
が　
他　
の　
ど　
の　
寺　
院　
よ　
り　
も　
素　
晴　
ら　
し　

い　
と　
し　
た　
寺　
院　
尽　
く　
し　
の　
記　
事　
を　
、　
1  5  
丁　
の　
表　
と　
裏　
で　
、　
大　
き　
く　
三　
つ　
に　
分　
け　

て　
、　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
意　
味　
を　
持　
た　
せ　
て　
の　
抄　
出　
で　
あ　
っ　
た　
こ　
と　
が　
わ　
か　
る　
。　
大　
鏡　
の　

文　
章　
を　
後　
か　
ら　
読　
ん　
で　
整　
理　
し　
た　
の　
は　
、　
巻　
物　
仕　
立　
の　
本　
文　
で　
あ　
っ　
た　
点　
も　
関　

わ　
る　
か　
と　
推　
定　
し　
た　
い　
。　「　
極　
楽　
寺　
有　
裏　
書　
」　
や　
「　
九　
条　
殿　
登　
山　
」　
に　
「　
有　
裏　

書　
」　
と　
あ　
る　
の　
は　
、　
文　
字　
と　
お　
り　
の　
巻　
子　
本　
の　
裏　
書　
で　
あ　
っ　
た　
ろ　
う　
。　
大　
鏡　
紙　

背　
の　
裏　
書　
に　
も　
目　
配　
り　
を　
し　
な　
が　
ら　
、　
必　
要　
な　
抄　
出　
を　
分　
類　
整　
理　
し　
つ　
つ　
行　
っ　

た　
こ　
と　
に　
な　
る　
。　

と　
こ　
ろ　
で　
一　
枚　
に　
抄　
出　
し　
た　
た　
め　
に　
、　
袋　
綴　
に　
し　
た　
時　
に　
表　
し　
か　
利　
用　
で　
き　

な　
い　
そ　
の　
表　
に　
は　
、　
仮　
名　
書　
き　
の　
物　
語　
性　
の　
濃　
い　
本　
文　
の　
方　
で　
あ　
っ　
た　
点　
は　
注　

意　
し　
て　
お　
き　
た　
い　
。　
歴　
史　
的　
事　
実　
よ　
り　
も　
、　
物　
語　
と　
し　
て　
の　
面　
白　
さ　
を　
優　
先　
し　

た　
も　
の　
ら　
し　
い　
。　

続　
く　
1  5  
丁　
オ　
の　
裏　
の　
記　
事　
は　
、　
巻　
二　
頼　
忠　
伝　
の　
記　
事　
で　
、　

恵　
心　
の　
僧　源心
都　
の　
頭　
陀　
行　
せ　
ら　
れ　
け　
る　
お　
り　
に　
、　
京　
中　
こ　
ぞ　
り　
て　
い　
み　
じ　

き　
御　
時　
を　
ま　
う　
け　
つ　
ゝ　
ま　
い　
り　
し　
に　
、　
こ　
の　
み　
や　
に　
は　
、　
う　
る　
は　
し　
く　

か　
ね　
の　
御　
器　
ど　
も　
う　
た　
せ　
給　
へ　
り　
し　
か　
ば　
、　「　
か　
く　
て　
あ　
ま　
り　
み　
ぐ　
る　

し　
」　
と　
て　
、　
僧　
都　
は　
乞　
食　
と　
ゞ　
め　
給　
て　
き　
。　（　
大　
系　
本　
九　
三　
頁　
）　

と　
あ　
り　
、　
そ　
の　
「　
恵　
心　
の　
僧　
都　
」　
と　
「　
頭　
陀　
行　
」　
に　
関　
わ　
る　
も　
の　
と　
思　
わ　
れ　
る　
。　

源　
信　
の　
頭　
陀　
行　
の　
意　
味　
と　
い　
う　
点　
で　
は　
、　
説　
法　
の　
た　
め　
に　
有　
用　
な　
メ　
モ　
で　
あ　
ろ　

う　
が　
、　
裏　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　
の　
は　
、　
か　
な　
り　
丁　
寧　
な　
抜　
書　
で　
あ　
っ　
て　
も　
、　
打　
聞　
集　

に　
付　
載　
す　
る　
に　
は　
、　
や　
は　
り　
仮　
名　
に　
よ　
る　
物　
語　
的　
な　
文　
章　
が　
優　
先　
さ　
れ　
た　
も　
の　

と　
思　
わ　
れ　
る　
。　

袋　
綴　
の　
表　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　
、　
つ　
ま　
り　
「　
打　
聞　
集　

下　
帖　

」　
の　
中　
に　
入　
れ　
る　
べ　

付　
日　
記　
因　
縁　

べ　
き　
続　
く　
1  6  
丁　
オ　
の　
文　
章　
は　
、　
1  5  
丁　
表　
や　
紙　
背　
に　
見　
え　
た　
大　
鏡　
書　
写　
と　
は　
、　
行　

の　
開　
始　
も　
文　
字　
数　
も　
異　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　
前　
述　
し　
た　
よ　
う　
に　
、　
大　
鏡　
巻　
一　
の　
宇　
多　

帝　
紀　
の　
裏　
書　
に　
よ　
る　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　
そ　
れ　
を　
表　
に　
出　
し　
て　
い　
る　
の　
は　
、　
わ　
ず　
か　

に　
触　
れ　
た　
宇　
多　
上　
皇　
の　
修　
行　
生　
活　
に　
関　
わ　
る　
歌　
説　
話　
の　
全　
体　
に　
意　
味　
が　
あ　
り　
、　

光　
孝　
天　
皇　
が　
踐　
祚　
し　
た　
史　
実　
に　
意　
味　
が　
あ　
っ　
た　
も　
の　
と　
思　
わ　
れ　
る　
。　
記　
事　
の　
性　

格　
は　
、　
1  5  
丁　
の　
縁　
起　
譚　
・　
由　
来　
譚　
と　
は　
異　
な　
っ　
て　
い　
て　
、　
性　
格　
的　
に　
は　
「　
日　
記　
」　

と　
な　
ろ　
う　
（　
注　
3  
）　。　

橘　
氏　
は　
「　
付　
日　
記　
因　
縁　
」　
の　
「　
日　
記　
」　
を　
打　
聞　
集　
と　
大　
鏡　
関　
係　
の　
間　
に　
置　
か　

れ　
た　
天　
台　
座　
主　
た　
ち　
の　
記　
述　
数　
条　
の　
み　
（　
十　
四　
丁　
）　
と　
解　
釈　
し　
た　
が　
、　
丁　
の　
確　

認　
を　
し　
て　
並　
べ　
変　
え　
て　
見　
る　
こ　
と　
で　
、　
大　
鏡　
抄　
出　
の　
縁　
起　
譚　
・　
日　
記　
的　
性　
格　
が　

鮮　
明　
化　
し　
、　
表　
紙　
の　
タ　
イ　
ト　
ル　
に　
即　
し　
た　
も　
の　
と　
な　
る　
。　
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三　

栄　
源　
自　
身　
が　
『　
大　
鏡　
』　
本　
文　
を　
抜　
き　
出　
し　
た　
の　
か　
、　
そ　
れ　
と　
も　
『　
大　
鏡　
』　
と　

認　
識　
せ　
ず　
に　
、　
す　
で　
に　
こ　
の　
よ　
う　
に　
抄　
出　
さ　
れ　
た　
文　
章　
を　
見　
て　
書　
写　
し　
た　
の　
か　
、　

今　
ま　
で　
自　
明　
と　
は　
言　
い　
が　
た　
か　
っ　
た　
。　
以　
上　
の　
よ　
う　
に　
、　
ま　
た　
第　
四　
節　
で　
も　
触　

れ　
る　
が　
、　
栄　
源　
自　
身　
の　
問　
題　
意　
識　
に　
よ　
る　
、　
裏　
書　
を　
も　
つ　
巻　
子　
本　
大　
鏡　
か　
ら　
の　
、　

積　
極　
的　
な　
転　
写　
・　
メ　
モ　
で　
あ　
っ　
た　
と　
思　
わ　
れ　
る　
。　

小　
内　
氏　
、　
松　
村　
博　
司　
氏　
（　
日　
本　
古　
典　
文　
学　
大　
系　
解　
説　
な　
ど　
）　、　
そ　
し　
て　
橘　
健　

二　
氏　
な　
ど　
は　
、　
大　
鏡　
を　
直　
接　
見　
た　
と　
さ　
れ　
た　
。　
松　
村　
・　
橘　
両　
氏　
は　
、　「　
師　
安　
加　

筆　
」　
と　
あ　
る　
裏　
書　
を　
見　
た　
と　
さ　
れ　
た　
か　
ら　
で　
あ　
る　
。　
し　
か　
し　
こ　
れ　
も　
も　
う　
少　
し　

丁　
寧　
に　
見　
る　
べ　
き　
で　
あ　
ろ　
う　
。　

大　
鏡　
の　
「　
裏　
書　
」　
に　
つ　
い　
て　
、　
橘　
氏　
は　
三　
分　
類　
し　
て　
お　
ら　
れ　
る　
。　
私　
が　
確　
認　

し　
た　
範　
囲　
で　
、　
氏　
の　
整　
理　
の　
仕　
方　
を　
踏　
襲　
し　
て　
示　
す　
と　
、　

①　
東　
松　
本　
…　
巻　
物　
仕　
立　
に　
な　
っ　
て　
い　
て　
、　
本　
文　
の　
裏　
に　
注　
記　
が　
あ　
る　
、　
ま　
さ　

し　
く　
「　
裏　
書　
」　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　

②　
裏　
書　
分　
註　
本　
…　
国　
史　
大　
系　
の　
底　
本　
で　
応　
永　
の　
書　
写　
と　
あ　
る　
蓬　
左　
本　
、　
書　
陵　

部　
の　
桂　
宮　
本　
な　
ど　
。　
巻　
上　
・　
中　
の　
み　
に　
帝　
紀　
・　
列　
伝　
の　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
末　
尾　

に　
註　
が　
施　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　（　
大　
倉　
精　
神　
文　
化　
研　
究　
所　
本　
は　
、　
そ　
れ　
に　
加　
え　

て　
下　
巻　
に　
詳　
し　
い　
傍　
注　
が　
多　
数　
施　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　）　

③　
三　
条　
本　
・　
九　
大　
本　
…　
帝　
紀　
・　
列　
伝　
の　
末　
尾　
に　
分　
註　
さ　
れ　
、　「　
三　
条　
」　
本　
で　

は　
「　
裏　
云　
」　
と　
し　
て　
記　
し　
て　
お　
り　
、　
傍　
注　
も　
多　
い　
。　

①　
②　
が　
古　
本　
系　
統　
で　
③　
は　
異　
本　
系　
統　
の　
本　
文　
で　
あ　
る　
。　
現　
在　
の　
②　
③　
は　
冊　
子　
本　

で　
、　
い　
わ　
ゆ　
る　
「　
裏　
書　
」　
で　
は　
な　
く　
、　
現　
在　
の　
本　
で　
は　
、　
巻　
物　
の　
東　
松　
本　
の　
み　

が　
「　
裏　
書　
」　
と　
称　
す　
こ　
と　
が　
で　
き　
る　
。　
打　
聞　
集　
の　
見　
た　
大　
鏡　
は　
、　
前　
述　
し　
た　
よ　

う　
に　
形　
態　
的　
に　
は　
傍　
注　
が　
あ　
り　
、　
ま　
た　
裏　
書　
も　
あ　
る　
巻　
子　
本　
で　
あ　
ろ　
う　
。　

打　
聞　
集　
が　
見　
た　
の　
は　
、　
②　
の　
「　
助　
教　
師　
安　
加　
筆　
」　
本　
文　
系　
統　
で　
あ　
ろ　
う　
と　
さ　

れ　
る　
の　
は　
、　
源　
信　
に　
関　
す　
る　
注　
記　
一　
条　
が　
重　
な　
る　
か　
ら　
な　
の　
だ　
が　
、　
実　
は　
②　
の　

多　
数　
の　
注　
記　
の　
中　
で　
、　「　
助　
教　
師　
安　
加　
筆　
」　
と　
あ　
る　
の　
は　
わ　
ず　
か　
に　
二　
箇　
所　
で　
、　

一　
つ　
が　
時　
平　
伝　
中　
の　
寛　
平　
遺　
誡　
と　
道　
真　
託　
宣　
に　
関　
わ　
る　
漢　
詩　
文　
で　
あ　
り　
、　
一　
つ　

が　
忠　
平　
伝　
の　
九　
条　
殿　
遺　
誡　
を　
引　
用　
し　
た　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　
と　
も　
に　
「　
助　
教　
」　「　
外　

記　
」　
に　
任　
じ　
た　
学　
者　
ら　
し　
い　
性　
格　
を　
持　
つ　
註　
の　
書　
き　
入　
れ　
で　
あ　
る　
。　
だ　
が　
、　

「　
加　
筆　
」　
と　
断　
る　
か　
ら　
に　
は　
、　
師　
安　
が　
書　
き　
加　
え　
る　
前　
に　
す　
で　
に　
「　
裏　
書　
」　
は　

あ　
る　
程　
度　
出　
来　
て　
い　
た　
と　
思　
わ　
れ　
る　
。　
だ　
が　
ら　
、　
②　
系　
統　
の　
注　
記　
の　
一　
条　
が　
一　

致　
す　
る　
か　
ら　
と　
言　
っ　
て　
、　「　
助　
教　
師　
安　
加　
筆　
」　
の　
本　
を　
見　
た　
と　
は　
言　
え　
な　
い　
の　

で　
あ　
る　
。　

栄　
源　
が　
ど　
の　
系　
統　
の　
本　
文　
を　
見　
た　
か　
は　
っ　
き　
り　
は　
言　
え　
な　
い　
の　
だ　
が　
、　
決　
し　

て　
大　
鏡　
抄　
出　
本　
の　
転　
写　
と　
は　
見　
な　
し　
が　
た　
い　
理　
由　
は　
他　
に　
も　
あ　
る　
。　
1  5  
丁　
の　
裏　

の　
注　
記　
と　
本　
文　
と　
の　
行　
は　
行　
間　
も　
き　
れ　
い　
に　
整　
わ　
な　
い　
の　
も　
、　
抄　
出　
本　
を　
書　
き　

写　
し　
た　
の　
で　
は　
な　
く　
、　
大　
鏡　
全　
体　
を　
読　
み　
つ　
つ　
、　
転　
写　
と　
必　
要　
事　
項　
の　
メ　
モ　
と　

を　
平　
行　
し　
て　
い　
た　
か　
ら　
で　
は　
な　
い　
か　
と　
推　
定　
さ　
れ　
る　
。　
さ　
ら　
に　
、　
1  5  
丁　
と　
1  6  
丁　

の　
大　
鏡　
関　
係　
記　
事　
の　
書　
写　
の　
天　
地　
が　
整　
わ　
ず　
、　
1  6  
丁　
の　
方　
は　
書　
き　
損　
じ　
の　
紙　
の　

再　
々　
利　
用　
と　
い　
う　
の　
も　
、　
1  3  
丁　
以　
前　
と　
の　
時　
間　
の　
隔　
た　
り　
を　
思　
わ　
せ　
る　
。　

大　
鏡　
で　
の　
世　
継　
ら　
の　
歴　
史　
語　
り　
は　
、　
雲　
林　
院　
の　
菩　
提　
講　
の　
は　
じ　
ま　
る　
前　
に　
な　

さ　
れ　
て　
い　
て　
、　
歴　
史　
語　
り　
を　
五　
時　
教　
に　
喩　
え　
、　
ま　
た　
道　
長　
を　
法　
華　
経　
と　
見　
立　
て　

る　
な　
ど　
、　
物　
語　
の　
導　
入　
や　
結　
構　
そ　
の　
も　
の　
が　
、　
仏　
教　
畑　
の　
人　
間　
が　
興　
味　
を　
抱　
く　

も　
の　
に　
な　
っ　
て　
い　
た　
。　
栄　
源　
が　
大　
鏡　
に　
惹　
き　
つ　
け　
ら　
れ　
た　
の　
も　
、　
故　
な　
し　
と　
し　

な　
い　
。　
東　
松　
本　
で　
い　
う　
巻　
五　
の　
寺　
づ　
く　
し　
の　
記　
事　
な　
ど　
に　
注　
目　
し　
、　
全　
部　
読　
み　

終　
え　
て　
巻　
軸　
の　
方　
か　
ら　
大　
鏡　
を　
転　
写　
し　
、　
備　
忘　
に　
備　
え　
た　
も　
の　
か　
と　
思　
わ　
れ　
る　
。　
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四　

大　
鏡　
を　
直　
接　
見　
な　
が　
ら　
転　
写　
し　
た　
と　
い　
う　
前　
提　
が　
成　
り　
立　
つ　
時　
、　
打　
聞　
集　
の　

範　
疇　
に　
属　
す　
る　
本　
お　
よ　
び　
付　
録　
に　
属　
す　
る　
大　
鏡　
に　
対　
す　
る　
、　
栄　
源　
の　
姿　
勢　
を　
比　

較　
考　
察　
す　
る　
こ　
と　
が　
可　
能　
と　
な　
る　
。　「　
打　
聞　
集　
　　

下　
帖　

」　
と　
し　
て　
ま　
と　
め　
る　
時　

付　
日　
記　
因　
縁　

の　
姿　
勢　
に　
や　
っ　
と　
触　
れ　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
る　
。　

森　
正　
人　
氏　
は　
、　
打　
聞　
集　
の　
書　
写　
の　
際　
の　
、　
宛　
字　
と　
誤　
り　
を　
訂　
正　
し　
た　
も　
と　
の　

文　
字　
か　
ら　
、　
原　
本　
が　
ど　
の　
よ　
う　
な　
性　
格　
の　
も　
の　
で　
あ　
っ　
た　
か　
を　
、　
実　
に　
き　
れ　
い　

に　
推　
理　
さ　
れ　
た　
（　「　
打　
聞　
集　
本　
文　
の　
成　
立　
」　『　
愛　
知　
県　
立　
大　
学　
文　
学　
部　
論　
集　
　　
国　

文　
学　
科　
編　
』　
3  1  
号　
　　
昭　
和　
5  6  
年　
3  
月　
）　。　
森　
氏　
は　
、　
従　
来　
の　
、　
耳　
で　
聞　
い　
た　
も　

の　
を　
書　
き　
取　
っ　
た　
と　
い　
う　
説　
も　
、　
栄　
源　
が　
打　
聞　
集　
と　
し　
て　
書　
写　
し　
た　
も　
と　
の　
本　

も　
抄　
出　
本　
で　
あ　
っ　
た　
ろ　
う　
と　
い　
う　
説　
も　
否　
定　
さ　
れ　
た　
。　
も　
と　
の　
写　
本　
は　
、　
本　
来　

の　
意　
味　
を　
読　
み　
取　
り　
さ　
ま　
ざ　
ま　
に　
漢　
字　
を　
宛　
て　
つ　
つ　
模　
索　
し　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　

い　
ほ　
ど　
、　
仮　
名　
書　
き　
が　
多　
か　
っ　
た　
ら　
し　
い　
（　
注　
4  
）　。　
仮　
名　
が　
多　
く　
て　
文　
意　
が　

た　
ど　
り　
に　
く　
い　
原　
本　
を　
、　
読　
み　
取　
り　
、　
あ　
る　
時　
は　
簡　
潔　
に　
漢　
文　
体　
に　
近　
く　
書　
写　

す　
る　
、　
か　
な　
り　
栄　
源　
自　
身　
の　
読　
み　
を　
生　
か　
し　
た　
能　
動　
的　
な　
転　
写　
で　
あ　
っ　
た　
と　
推　

定　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　
従　
う　
べ　
き　
見　
解　
で　
あ　
ろ　
う　
。　

仮　
名　
文　
に　
対　
す　
る　
男　
性　
の　
抵　
抗　
感　
を　
思　
う　
時　
、　『　
源　
氏　
物　
語　
』　
若　
菜　
上　
に　
、　

明　
石　
入　
道　
が　
山　
籠　
り　
を　
決　
意　
し　
て　
娘　
の　
明　
石　
の　
御　
方　
に　
最　
後　
の　
手　
紙　
を　
与　
え　
て　

い　
る　
場　
面　
が　
思　
い　
出　
さ　
れ　
る　
。　

仮　
名　
文　
見　
た　
ま　
ふ　
る　
は　
目　
の　
暇　

い　
と　
ま　

い　
り　
て　
、　
念　
仏　
も　
懈　
怠　
す　
る　
や　
う　
に　
益　やく

な　
う　
て　
な　
む　
、　
御　
消　
息　
も　
奉　
ら　
ぬ　
を　
、　

手　
紙　
の　
や　
り　
と　
り　
が　
出　
家　
生　
活　
に　
障　
り　
と　
感　
じ　
る　
た　
め　
の　
弁　
解　
も　
あ　
ろ　
う　
が　
、　

仮　
名　
文　
が　
時　
間　
を　
要　
す　
る　
も　
の　
と　
い　
う　
点　
は　
当　
時　
の　
男　
性　
の　
感　
覚　
と　
し　
て　
注　
意　

し　
て　
お　
き　
た　
い　
。　
打　
聞　
集　
の　
栄　
源　
も　
、　
明　
石　
入　
道　
同　
様　
に　
仮　
名　
書　
き　
の　
意　
味　
を　

た　
ど　
り　
が　
た　
か　
っ　
た　
の　
で　
あ　
ろ　
う　
。　
漢　
字　
に　
改　
め　
て　
、　
も　
と　
の　
仮　
名　
を　
ル　
ビ　
に　

し　
た　
り　
、　
仮　
名　
書　
き　
に　
漢　
字　
の　
ル　
ビ　
を　
付　
け　
た　
り　
と　
い　
う　
、　
文　
章　
と　
格　
闘　
の　
後　

が　
た　
ど　
ら　
れ　
る　
。　
仮　
名　
書　
き　
文　
か　
ら　
、　
後　
の　
要　
に　
備　
え　
た　
メ　
モ　
と　
し　
て　
相　
応　
し　

い　
文　
体　
に　
し　
つ　
つ　
抄　
出　
し　
た　
と　
い　
え　
よ　
う　
（　
注　
5  
）　。　

森　
氏　
論　
文　
で　
は　
触　
れ　
て　
い　
な　
い　
大　
鏡　
に　
対　
す　
る　
抄　
出　
の　
姿　
勢　
は　
ど　
う　
で　
あ　
っ　

た　
か　
。　
栄　
源　
は　
、　
大　
鏡　
の　
虚　
構　
的　
な　
文　
学　
的　
な　
表　
現　
を　
排　
し　
て　
、　
事　
実　
を　
尊　
重　

し　
て　
そ　
ち　
ら　
の　
み　
を　
記　
し　
た　
り　
、　
歴　
史　
事　
実　
を　
記　
し　
た　
箇　
所　
は　
漢　
文　
的　
表　
記　
に　

改　
め　
た　
り　
し　
た　
が　
、　
袋　
綴　
の　
表　
に　
し　
た　
文　
章　
は　
仮　
名　
が　
多　
く　
て　
、　
ほ　
と　
ん　
ど　
訂　

正　
の　
手　
を　
加　
え　
て　
は　
い　
な　
い　
点　
に　
注　
目　
し　
た　
い　
。　
な　
め　
ら　
か　
な　
物　
語　
的　
な　
場　
面　

は　
、　
そ　
の　
ま　
ま　
引　
用　
し　
て　
い　
る　
。　

『　
無　
名　
抄　
』　
に　
は　
、　
仮　
名　
文　
に　
つ　
い　
て　
触　
れ　
古　
人　
の　
言　
と　
し　
て　
、　

古　
人　
云　
は　
く　
、　「　
か　
な　
に　
物　
か　
く　
事　
は　
、　
歌　
の　
序　
は　
、　
古　
今　
の　
か　
な　
の　
序　

を　
ほ　
ん　
と　
す　
。　
日　
記　
は　
、　
お　
ほ　
か　
ゞ　
み　
の　
こ　
と　
ざ　
ま　
を　
な　
ら　
ふ　
。　
和　
歌　
の　

言　
葉　
は　
、　
伊　
勢　
物　
語　
、　
な　
ら　
び　
に　
後　
撰　
の　
歌　
の　
詞　
を　
学　
ぶ　
。　
物　
語　
は　
源　
氏　

に　
過　
ぎ　
た　
る　
物　
な　
し　
。　

と　
大　
鏡　
を　
仮　
名　
の　
日　
記　
と　
し　
て　
学　
ぶ　
べ　
き　
も　
の　
と　
評　
価　
し　
て　
い　
る　
。　
僧　
栄　
源　
に　

と　
っ　
て　
も　
、　
同　
様　
で　
あ　
っ　
た　
ら　
し　
く　
大　
鏡　
を　
仮　
名　
文　
と　
し　
て　
さ　
ほ　
ど　
抵　
抗　
も　
な　

く　
書　
写　
し　
た　
様　
子　
が　
う　
か　
が　
え　
る　
。　
漢　
字　
と　
仮　
名　
の　
バ　
ラ　
ン　
ス　
も　
含　
め　
た　
大　
鏡　

表　
記　
面　
の　
当　
時　
の　
受　
け　
取　
り　
方　
が　
う　
か　
が　
え　
る　
。　
あ　
る　
い　
は　
す　
で　
に　
三　
条　
本　
の　

よ　
う　
に　
、　
漢　
字　
片　
仮　
名　
文　
の　
本　
で　
あ　
っ　
た　
か　
も　
し　
れ　
な　
い　
。　「　
打　
聞　
集　

下　
帖　
　　
　　
　　

」　

付　
日　
記　
因　
縁　

の　
抄　
出　
が　
語　
る　
意　
味　
は　
重　
い　
。　

注　

（　
1  
）　
高　
橋　
貢　
「　
説　
話　
の　
二　
系　
列　
に　
つ　
い　
て　
│　
打　
開　
集　
・　
今　
昔　
物　
語　
・　
古　
本　
説　
話　
集　
・　

宇　
治　
拾　
遺　
物　
語　
の　
関　
係　
│　
」　（　『　
国　
文　
学　
研　
究　
』　
2  1  

昭　
和　
3  5  
年　
2  

月　
）　



（　
2  
）　
東　
松　
本　
を　
参　
考　
に　
本　
文　
と　
裏　
書　
の　
位　
置　
関　
係　
を　
見　
る　
と　
、　
巻　
物　
を　
開　
い　
た　
表　
の　

本　
文　
部　
分　
の　
紙　
背　
に　
、　
裏　
書　
は　
物　
語　
の　
ひ　
と　
ま　
と　
ま　
り　
ご　
と　
に　
記　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

よ　
っ　
て　
、　
二　
つ　
と　
も　
宇　
多　
天　
皇　
紀　
と　
す　
る　
と　
、　
裏　
書　
の　
順　
序　
は　
逆　
に　
な　
る　
は　
ず　
で　
、　

こ　
の　
二　
つ　
は　
、　
宇　
多　
天　
皇　
紀　
と　
一　
代　
前　
の　
光　
孝　
天　
皇　
紀　
の　
裏　
書　
と　
推　
定　
で　
き　
る　
の　

で　
あ　
る　
。　

（　
3  

）　
1  6  
丁　
オ　
裏　
の　
記　
事　
「　
或　
願　
文　
」　
と　
は　
、　
橘　
健　
二　
氏　
に　
よ　
り　
、　『　
本　
朝　
文　
粋　
』　
巻　
四　

所　
収　
の　
「　
願　
文　
下　
」　
の　
「　
朱　
雀　
院　
四　
十　
九　
日　
御　
願　
文　
」　
と　
関　
わ　
り　
、　
願　
文　
作　
成　
依　

頼　
者　
師　
尹　
の　
名　
が　
見　
え　
る　
と　
さ　
れ　
た　
（　
前　
掲　
論　
文　
）　。　

（　
4  

）　
打　
聞　
集　
が　
口　
頭　
語　
的　
な　
な　
だ　
ら　
か　
な　
文　
章　
で　
あ　
る　
こ　
と　
は　
、　
宮　
田　
裕　
行　
氏　
「　
共　
通　

説　
話　
の　
語　
彙　
・　
語　
法　
│　
今　
昔　
物　
語　
集　
と　
打　
聞　
集　
に　
つ　
い　
て　
│　
」　（　『　
文　
学　
論　
藻　
』　
3  8  

号　
　　
昭　
和　
4  3  
年　
3  

月　
）　
に　
触　
れ　
る　
。　
ま　
た　
、　
柴　
田　
雅　
生　
氏　
「　『　
打　
聞　
集　
』　
に　
見　
え　
る　

表　
記　
の　
ゆ　
れ　
に　
つ　
い　
て　
」　（　『　
活　
水　
論　
文　
集　
』　
3  1  
集　
　　
昭　
和　
6  3  
年　
3  

月　
）　
で　
は　
、　
漢　

字　
と　
仮　
名　
に　
つ　
い　
て　
の　
揺　
れ　
も　
含　
め　
て　
表　
記　
の　
問　
題　
に　
触　
れ　
る　
。　

（　
5  
）　
大　
鏡　
と　
今　
昔　
物　
語　
集　
に　
直　
接　
の　
書　
写　
関　
係　
は　
な　
く　
、　
共　
通　
母　
体　
と　
な　
る　
宇　
治　
大　

納　
言　
物　
語　
が　
想　
定　
さ　
れ　
て　
い　
る　
が　
、　
打　
聞　
集　
・　
今　
昔　
物　
語　
集　
・　
宇　
治　
拾　
遺　
物　
語　
な　

ど　
の　
共　
通　
話　
も　
、　
母　
体　
が　
宇　
治　
大　
納　
言　
物　
語　
か　
と　
推　
定　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　
野　
口　
博　
久　

氏　
は　
今　
昔　
物　
語　
集　
と　
宇　
治　
拾　
遺　
物　
語　
が　
見　
た　
の　
は　
、　
前　
者　
は　
宇　
治　
大　
納　
言　
物　
語　
α　

本　
、　
後　
者　
は　
β　
本　
と　
さ　
れ　
る　
「　
宇　
治　
拾　
遺　
物　
語　
の　
成　
立　
に　
つ　
い　
て　
│　
散　
逸　
宇　
治　
大　

納　
言　
物　
語　
・　
今　
昔　
物　
語　
集　
と　
の　
関　
係　
」　『　
言　
語　
と　
文　
芸　
』　
昭　
和　
3  8  
年　
1  

月　
）　。　
宇　
治　

大　
納　
言　
物　
語　
を　
参　
照　
し　
た　
か　
ど　
う　
か　
は　
不　
明　
と　
し　
か　
言　
い　
よ　
う　
が　
な　
い　
が　
、　
表　
記　

は　
ど　
ん　
な　
か　
た　
ち　
で　
あ　
っ　
た　
の　
か　
。　
忠　
実　
が　
「　
大　
納　
言　
物　
語　
を　
女　
房　
の　
読　
し　
を　
」　

聞　
い　
て　
鷹　
狩　
を　
や　
め　
た　
と　
あ　
る　
（　『　
中　
外　
抄　
』　
久　
安　
六　
年　
八　
月　
二　
十　
日　
条　
）　
の　
は　
、　

仮　
名　
書　
き　
の　
宇　
治　
大　
納　
言　
物　
語　
で　
あ　
っ　
た　
ろ　
う　
が　
、　「　
宇　
治　
記　
」　
の　
名　
称　
も　
残　
る　
の　

で　
（　
牧　
野　
和　
夫　
「　『　
扶　
桑　
蒙　
求　
私　
注　
』　
を　
通　
し　
て　
見　
た　
一　
、　
二　
の　
問　
題　
│　
「　
宇　
治　
記　
」　

佚　
文　
の　
こ　
と　
│　
」　『　
中　
世　
の　
説　
話　
と　
学　
問　
』　
所　
収　
）　、　
宇　
治　
大　
納　
言　
物　
語　
の　
本　
来　
の　

表　
記　
が　
気　
に　
な　
る　
と　
こ　
ろ　
で　
あ　
る　
。　
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